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サスペンション

準備品

エ 具 コイルスプリングコンブレッサ ダンパストラットの分解.組立て |

計 器

キャンバ、キャスタゲージ キャンバ、キャスタ測定 |

サイドスリップテスタ サイドスリップ測定 |

ターニングラジアスゲージ 転舵角測定

卜ーインゲージ I—イン測定 |

1油脂，その他
グリース: 3丑八乙11；5 3 4

0リング用グリース |



サスペンシヨン

I構成部品



サスペンション

リヤサスペンション

"7 ノヽー-ンート
丁 6 土 1は -111

アジヤステイング 
ボルト

アウタフツシユ

丁 8+1^-111

「ぼ. 3 5 4-166
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サスペンション

国車上点検

-------- フロントトーインの点検.調整-------------

く点検〉

トーインゲージを用いて，トーを点検する。

[トー 1011丁 24 "1(法定空車時)

く調整〉

(1) タイロッドのロックナットを她める。

(2) タイロッドを回して，トーが基準値となる様に調 

整する。

(3) タイロッドのロックナットを締付ける。

丁] 7 ± 1-111

注意

#左右輪は均一に調整すること。

#調整後，左右のホイール操蛇角が規格内にあるか点 

検すること。

マーク（タイヤ後側）

巧. 4 5 4-233

く測定のやり方〉

(1)タイヤの空気圧を点検する。

⑵車体をゆすりブッシュのたわみを取り除く。

⑶車体を前進方向に約1111動かす。

⑷ホイール軸の中心高さで，タイヤ中央部にチョー 

クでマークを付ける。

(印ほタイヤ後側に付けること）

(5) 卜ーゲージをマークに合せる。

(6) 車体を前進させてタイヤを180°まわす。

必ず前進方向でタイヤをまわす。

(7) トーゲージをマークに合せて，トーを測定する。

—リアトーインの点検.調整-----------------------

く点検〉

トーインゲージを用いて点検する。
トー I 011丁 2〜IX 4〕(法定空車時）

く調整〉

⑴トレーリングアーム，インナ側の取付け部（カムワ 

ッシャ部）のナットを弛める。

⑵反対側からボルトの頭を回して，卜一が基準値に 

なる様に調整する。

ド1も5 5 4-157

？王

鲁カムワッシャの目盛に向って，左輪では，目盛り 

が左回りでインとなり，右輪では右回りでインと 

なる。（図は左輪を示す。）

-1目盛りの調整量は1〜210111である。

^両輪共，目盛りの位置は，なるべく同じ所にする。

⑶セルフロックナットを締付ける。

『I 6 土 1は-111

6



サスペンシヨン

ホイール切れ角の点検，調整

く点検〉

⑴ターニングラジアスゲージに車を載せる。

⑵ブレーキペダルを踏込んだ状態で，ハンドルを左右 

いっぱいまで操舵した時の数値を測定する。

ホイール 
切れ角

内輪 〇^；〇91^^4-1〇〇，
〇〇 ^ 2 〇307

外輪 0001〇，十1〇30，
00川一 2 〇30，

く調整〉

⑴タイロッドのロックナットを弛める

⑵タイロッドを回して調整する

^1^11

〇

〇

ホイール切れ角調整後，トーインの点検及び調整を

行うこと。
タイロツ

「‘6

ロックナット

5 3-120

(3)ロックナットを締付ける。

T 7 ± 1味-111

—サイドスリップの点検----------------------

1111前進した時のサイドスリップ量を測定する。

サイドスリップ基準値（咖）

011丁

フロント 3 3

リァ 5 5

サイドスリップが基準値内に入っていない場合は， 

トーインを測定，調整する。

サイドスリップテスタ
厂1る7 5 4-158



サスペンション

——キヤンバ，キヤスタの点検-------------------------

⑴車両を垂平な場所に置く。

⑵ハンドルを直進状態にする。

⑶ キャンバゲーアダプタをホイールに

取付けてから，キャンバゲージをセットし，キャン 

ノ《角，キャスタ角を点検する0

922640000キャンバゲージアダプタ

フロント リヤ

キャンバ角 1*^47 0。50，土45，

キャスタ角 , 3。50，±1。

⑷キャンバ角，キャスタ角が基準値を外れている場 

合には，ボデーのサスペンション取付け部，クロス 

メンノく，トランスノくースリンク，トレーリングアー

ムその他関連部品を点検し，変形や損傷の有る場合 

は該当部品の修正，又は交換をする。

8



サスペンシヨン

国整備要領⑴フロントストラット

——取外し-------------------------------------------------------

(1)ハンドブレーキを引く。 -

⑵ホイールナットを弛め，車体をリストアップさせて 

から，ホイールを取外す。

⑶ストフットからフレーキホースを外す。

「啥. 9 5 4-161

⑷ハウジングのストラット取付けボルトを外す。

⑸ハウジングを押下げて，ストラットを引抜く。

⑹室内から，ストラットマウントをフレームに取付け

ているボルトを外して，徐々にストラット八53歹を取 

外す。

—分解-----------------------------------------------------------

⑴コイルスプリングコンブレッサを使用して，コイル

スプリングを圧縮する。

スプリングアッパーシートとスプリングが分離する 

まで圧縮する。

F\^A2 5 4-164

⑵ストラットのロッドをヘキサゴンレンチで固定して， 

メガネレンチでセルフロックナットを外す。

ド12.13 5 4-165

(3)マウント部の部品を取外す。

⑷コンプレッサの圧力を徐々に弛め，コイルスプリン

ダを取外す。

⑹アッパースプリングシート，ダストカバー等を取外 

す。



サスペンション

点検

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

は交換する。

(1) ストラットマウントの変形，損傷の有無。及びラ 

バーの劣イ匕損傷の有無。

(2) アッパー公ロアべアリングスペーサとスラストべ

アリングの摩耗，損傷の有無。

⑶オイルシールの摩耗，損傷，の有無。

⑷ブッシュの摩耗，損傷，変形の有無。

⑸ヘルパのへたり，亀裂の有無。

「は.14 5 4-167

⑹ダストカノく一の損傷，亀裂の有無。

⑺コイルスプリングのへたり，折損の有無。

へ たりは，自由長その他を仕様表によって点検する

(8)ダンパストラットの点検項目 

-オイル漏れが有る。

^ピストンロッドを上下に作動させた時に引掛りがあ 

る。

-ピストンロッドの摩耗

仕様限度 (1=419,92111111

ピストンロッド
N1

6

マイクロメータ

「略15 54-168

ビストンロッドのがた

注意

アウタシヱルを固定し，ロッドをいっぱいまで引伸 

した状態で，ロッドのねじ部にばね秤などで土 2は 

の荷重を掛けた時の振幅をダイヤルゲージで計測す

る0

ダイヤルゲージ

2咭！

甘

砂
10⑺⑺

アウタシIル固定
F\^ 5 4-169

がた限度 0.8111111

10



サスペンシヨン

組立て

コイルスプリングコンブレッサを用いて，逆手順で、

組立てる

注意

〇

#セルフロックナットは新品と交換すること。

鲁ピストンロッド部に傷をつけないこと。

-ダンパーストラツトのコイルスプリングのペイント 

マーク，ダストカバーの凸マーク，アッノ、0スフ。リン 

グシートの凹みを1直線上に合わせること。（合わせ 

マーク有り）

凹み

「1.8.17 5 4-170

セルフロックナッ
締付トルク 6,5 土 〇及呂 -111

セルフロックナッ

取付け

取付けは取外しの逆手順で行う

巧.19 5 4-163

「12.20 5 4-162

1 0,0± 1は-111

組付後，セルフロックナット上部にシール剤を塗布 

すること。

11



サスペンション

(2)トランスバースリンク

取外し

⑴
フロントアクスルシャフトを取外す。

(3-4ドライブシステム公アクスル、、〔2〕フロ 

ントアンスル（4^0)、'を参照）

⑵トランスバースリンクから，スタビライザリンク 

を外し，トランスバースリンクのボールジョイント 

部をハウジングから抜出す。

スタビライザリ

厂12.22
トランスバースリンク 53-119

(3)トランスバースリンクのフロントブッシュ部の取

付けボルトを外す。

トランスバースリンク

F\^22 5 4-172

⑷トランスノマースリンクのリアブッシュ部取付けブ 

ラケットのボルトを外し，トランスバースリンクを 

取外す。

円も24 5 4-173

12

分解，点検.組付け

く分解〉
コッタピン，キャッスルナットを外して，トランス 

バースリンクから，ボールジョイントを取外す。

-コッタピンは再使用不可である。

翁フロント，及びリアブッシュの分解はしない。

〈点検〉

次の項目について点検し，異常の有る場合は交換す

⑴フロント，及びリアブッシュの摩耗，損傷，亀裂の

有無。

注意

フロント又はリアブッシュに異常が有る場合は，卜 

ランスバースリンクの八337交換とする。

⑵ボールジョイントブーツ部の亀裂，損傷の有無。 

⑶ボールジョイントスタッド部の損傷，変形の有無。 

⑷ボールジョイントソケット部の変形，損傷の有無。 

⑸ボールジョイントの作動不円滑，及びリフト量の異

常。

F^§.25

ソケットを万力等で布を介し 
て輊く固定し、ねじ部にナツ 
卜等を取付けてがた量計測

限度値 ±0.401111

く組付け〉

ボールジョイントをトランスバースリンクに取付ける。

#コッタピンは新品を使用すること。

-キャッスルナットは規定トルクで締付けた後，60。 

以内の増締めでコッタピンの穴合わせを行う。

1 4,01^2-111



サスペンシヨン

取付け

⑴トランスバースリンクのリアブッシュ取付けボルト 

を仮締めしておく。

⑵フロントブッシュ部取付けボルトを仮締めしておく。

「12.26 5 4-175

⑶ボールジョイント部をハウジングに組み込み取付け 

ボルトを締付ける。

丁 — 4.3土 1

呵27 34-176

⑷スタビライザリンクをトランスバースリンクに取付

ける
スタビライザ

スタビライザ 
リンク

「1&28 5 3-130

了 3.0 土 0.51^-!XI

⑸リアブッシュ部取付けボルトを締付ける

T 12,0 土 1.51^-111

(6)フロントブッシュ部取付けボルトを締付ける。

印0

「丁| 10.5 + 1,5^-111

⑺I 4彻車

フロントアクスルシャフトを取付ける。 

(3-4ドライブシステム公アクスルを参照）

13



サスペンシヨン

(3)フロントスタビライザ

一脱着參点検------------------------------------------------

く取外し〉

(1)車体をリフトアップさせる。

⑵アンダーガード，及びアンダーカバー付車において 

はこれを取外す。

⑶スタビライザリンクをトランスバースリンクから外

す。

⑷スタビライザクランプの取付けボルトを外して，ス 

タビライザ八8ザを取外'す。

「[§.31 5 4-177

く点検〉

次の項目について点検し，損傷のある場合は交換す 

る。

⑴スタビライザクランプのラバーブッシュの亀裂，損 

傷，へたりの有無。

⑵スタビライザリンクの損傷，変形，亀裂，及びラバ 

ーブッシュの抜出しの有無。

く取付け〉

⑴スタビライザクランプをブラケットにはめて，ボル 

卜を締付ける。

3.0 土 0.51111

(2) スタビライザリンクをトランスバースリンクに取付 

る。

X 3,0±0,5は -111

(3) アンダカハ，一，及びアンダガードを取付ける。

24



サスペンション

(4)フロントクロスメンバ

⑴アンダーガード付車においてはこれを取外す。

アンダカバー

アンダカバー

^2.32 5 4 -098

⑵トランスバースリンクを取外す。 

广トランスバースリンク"を参照)

F\^2 54-175

⑶ステアリングのセンタレバー夯フロントクロスメン

ゞに取付けているナットを外してボルト夯抜く

注意

〇

コッタピンは再使用不可である

厂12.34 54-131

⑷フロントデフアレンシャルをミッシヨンジャッキで

ささえる。

⑸フロントデフアレンシャル取付けブラケットを，フ 

ロントクロスメンバに取付けているボルトを外す。

「ぼ.35 5 4-180

⑹フロントクロスメンバに取付けているラジェータの

ブラヶットを取外す。

⑺クロスメンバをフレームから取外す。
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サスペンシヨン

—点検.取付け---------------------------------------------

〈点検〉

クロスメンバーの主にブラケット部を点検し，損傷， 

変形，亀裂などの有る場合は必ず交換する。

く取付け〉

⑴クロスメンバをフレームに取付ける。

1112.0 士丄，5^莒一 111

⑵フロントデフアレンシャル取付けブラケットをクロ 

スメンバに取付ける。（ 4评0車のみ）

⑶センタレバーをクロスメンバに取付ける。

コッタピンは新品を使用すること。

F\^3^ 54~176

丁 4.5 土 1.01^ -111

⑷ラジェータブラケットをクロスメンバに取付ける。

(5)トランスノマースリンクを取付ける。

('、トランスバ、ースリンク"を参照）

ド12.36 5 4-180

1 ^ 0,9± 1

「略38
5 4-175

⑹アンダカバー，及びアンダガートを取付ける。
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サスペンシヨン

(5)リアシヨックアブソーバ

脱着#点検

く取外し〉

(1)リアアクスルシャフトをリアデファレンシャルから

外す

リヤアクスルシャフト

トランスミッション

ド12.40 3 4-183

⑵タイヤをジャッキなどでささえ上げて，ショックア 

フソーバの取付けボルトを外す。

#ジャッキはタイヤから外さないこと。

，やむをえず外す場合には，ダイヤゴナルメンバを 

先に取外すこと。

^8.41 名4-184

く点検〉

次の項目について損傷の有るものは交換する。

⑴ラバーブッシュの変形，損傷。

(2)ショックアブソーバの作動不円滑。

⑶ショックアブソーバの最大長，最小限の不良。

⑷ショックアブソーバの損傷，オイル漏れ。

オイル漏れの判定基準は，下図において，ぶ<173の 

時にオイル漏れと判断する。

し

欠

「心42 

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う

5 4-185

ド12.43 5 4-184

—6 ± 1ゎ&一111

114 土8：れ8-111

リアアクスルシャフト取付けスプリングピンは新品

を使用すること 〇
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サスペンション

⑹コイルスプリング八55ソ

——脱着.点検-------------------------------------------------

く取外し〉

(1) ダイヤゴナルメンバを取外す。

(2) アクスルシャフトをリアデファレンシャルから外す。

(3) ジャッキでタイヤをささえ上げて，ショ.ックアブソ 

ーバを取外す。

(4) トレーリングアームのブレーキパイプをブラケット 

ごと取外す。

く取付け〉

⑴ヘルパを取付ける。

⑵コイルスプリング及びラバーシートを取付ける。

合いマークに注意しながら取付けること。

⑶タイヤをジャッキでささえ上げて，ショックアブソ 

ーバを取付ける。

(5)ジャッキでささえているタイヤを下げることによっ 

て，トレーリングアームを最下端まで下げ，コイル 

スプリングをラバーシートと共に取外す。

⑹ヘルパを取外す。

く点検〉

(1)コイルスプリングの損傷，及びへたりを仕様表にて 

点検する。

⑵ラバーシートの損傷，亀裂の有無。

⑶ヘルパの亀裂，及びへたりの有無。

⑷アクスルシャフトをリアデファレンシャルに取付け 

る。

スプリングピンは新品を使用すること。

⑸ダイヤゴナルメンバを取付ける。

⑹ブレーキパイプとパーキングブレーキケーブルをブ 

ラケットでトレーリングアームに取付ける。

たり限度 N = 55111111 丁 3.0 + 0.5^-111

ドセ.4 4

6.0 + 1.0^-111

+ 0.8 
丁 | 4 — 0.5^-111

5 4-186
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サスペンシヨン

(7)トレーリングアーム

脱着

〈取外し〉

(1)リァブレーキ八33丫を取外す。

(4 - 3ブレーキ'' リアブレーキ〃を参照）

⑵トレーリングアームのブレーキパイプとハ。ーキング 

ブレーキケーブルをブラケットごと取外す。

⑶車体をリフトアップさせて，ダイャゴナルメンバを 

取外す。

⑷リアアクスルシャフトを，リアデファレンシャルか

ら外す。

⑸トレーリングアームをジャッキでささえ上げて，シ 

ョックアブソーバを取外す。

(6)トレーリングアームの取付けボルトを外して，ジャ 

ッキを少しづつ下げながらトレーリングアームを取

外す。

注意

この時コイルスプリングとラバ'ーシートも同時に外 

れるので落としたり，傷つけたりしない様に注意す 

ること。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有る場合は必ず交 

換する。

⑴クロスメンバ取付部ブッシュの摩耗，損傷の有無。 

⑵ショックアブソーバ取付部の損傷，変形の有無。

⑶コイルスプリング接合面の摩耗，損傷の有無。

⑷トレーリングアーム全体の亀裂，損傷の有無。

く分解〉

分解作業はトレーリングアームやアクスルのベアリ 

ングを交換する場合以外には行わなぃこと。

トレーリングアームのハウジング部を固定して， 
3トアクスルシャフトプーラを使って，アクスルシ

ャフトを取外す 〇

1 6.0^1.0^-111

X 0+1^-111

「も45

+ 0.8
X 4 — 0.51^-111

丁 8 + 11^2^111

54-187
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サスペンション

脱着

く組立て〉

5丁，アクスルシャフトインストーラを使ってアクス 

ルシャフトを取付ける。

⑴トレーリングアームにコイルスプリング，及びラバ 

ーシートをセットしながら，クロスメンバ、に取付け 

る。

サイドスリップ調整ボルトを“ 0”に合わせておく 〇

⑵トレーリングアームをジャッキでささえ上げて，シ 

ョックアブソーノくを取付ける。

⑶リアアクスルシャフトをデファレンシャルに取付け， 

スプリングピンを抜込む。

⑷ダイヤゴナルメンバを取付ける。

⑸リアブレーキ八337を取付ける。

(4 - 3ブレーキ%'リアブレーキ"を参照）

⑹ブレーキホースとパーキングブレーキケーブルをブ 

ラケットでトレーリングアームに取付ける。

注意

取付け終了後，ブレーキのエア抜きを行うこと。

( 4 - 3ブレーキ、'車上点検〃を参照）

サイドスリップを点検し，トーの調整を行うこと。 

(''車上点検"を参照） ^

スプリングピンは新品を使用すること
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ステアリング

ホイール

外径(刪)

最大回転数

4370

3.8

舵 角
内輪（づ68) 〇,〇 十1。30，

36 25 一 2。孙

外輪（づ68) 〇〇〇1 ^ +1。30’
ご リ-2° 30^

車両最小回転半径（⑺） 3.9

形 式 ラック&ピニオン

総 合 ギア 比 19.8

使用 グリ ース 協同油脂ワンルーバ30 
昭 石バリアント!VI 2

転舵角
外輪 内輪

「も2 5 4 -075

^ 4—2 ^ステアリング

国主要諸元

システ
ム 
ギア
ボッ
クス
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ステアリング

国トラブルシューティング

現象及び推定原因 処 置
1,ステアリングホイールの操作が重い

ジャッキアップし，左右のフロントホイールを地上より浮かせた状態でタイロッドエンドを切り離し，ス
テアリングホイールを操作してみる。

㈧軽い場合タイヤ空気圧，サスペンション関係
①タイヤ空気压低過ぎ 適正圧力に調整
②フロントホイールアライメント不正 調整（卜ーイン）
③タイヤの摩耗 交換

⑻重い場合ステアリングシステム
①センタレバーブッシュの損傷 交換
②ステアリングギアボックスの損傷 交換
③各部給油不足 各部給油
④ギアボックスハへソクラッシュ調整不良 調整
⑤タイロッドエンドの固着 交換

2.ステアリングホイールが振れる

①タイャ空気圧不適正 適正圧力に調整
②フロントホイールアライメント不正 調整（トーイン）
③ホイールナットのゆるみ 正規トルクで締付け
④ホイールの変形 修理，または交換
⑤ホイールべアリングの破損，摩耗 交換
⑥サスペンションアームの摩耗，ゆるみ 調整，または交換
⑦フロントホイールのアンバランス 調整

3.ステアリングホイールが取られる

①タイャ空気圧不均衡 適正圧力に調整
②フロントホイールアライメント不正 調整
③ホイールべアリングの調整不良，摩耗 調整，または交換
④ショックアブソーバ作動不良 交換
⑤サスペンションアームの変彩，破損 修理，または交換
⑥ドラッグリンクブッシュ締付不良 直進状態にて再締付け
⑦ギアボックスバックラッシュ調整不良 調整
⑧タイロッドエンド及びドラグリンクボールジョ

イントの固着 父挟

4.ステアリングホイールに衝擊を感じる

①タイヤ空気压高過ぎ 調整

5.ステアリングホイールの遊びが25㈣以上

①ラック，ピニオンの摩耗. 交換
②ステアリングシャフト，トルクロッドのセレー

シヨン損傷，摩耗
父挟

③ステアリングホイール締付ナットのゆるみ 正規トルクで締付け
④ジョイント締付ボルトのゆるみ 正規トルクで締付け
⑤フロントホイールべアリングの摩耗 調整，または交換
⑥各部総合部のゆるみ，締付け不良 正規トルク締付け，または交換
⑦センタレハ^-ブッシュの摩耗 交換
⑧ギアボックスハへソクラッシュ調整不良 調整
⑨ドラッグリンクブッシュの摩耗 交換 ^ ^
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ステアリング トラブルシューティング，整備要領

現象及び推定原因 処 置
6.直進走行時，ステアリングホイールが回転方向にずれている

① フロントホイールアライメント不良
② トルクロッドの捩れ変形

③ ステアリングホイールセレーションのずれ

調整（トーイン）及び点検(舵角）

交換
調整

国準備品

灯
926230000 ギアボックススパナ ハへソクラッシュ調整

927590000 レンチ ブーッ固定ワイヤ締付け

工具

— スナップリングプライヤ スナップリング取付け，取外し

ステアリングプーラ ステアリングホイール取外し

計器

— ばね秤 センタレバー操作力の測定

— ダイヤルゲージ ギアボックスのピニオン軸方向すき間の測定

油脂

その他

—

協同油脂ワンルーハキ80

昭 石バリアント!VI2
ギアボックス内

—

昭 石サンライト2号

出 光オートレックス八
各摺動部

— スリーボンド#1102 ラック，ピニオンのアジャストスクリュ及びラックストッハ。
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ステアリング

国構成部品

II



ステアリング

ギアボックス

丁 1.7 土 0.31

了]乙.3〜3.01一 111

，⑩

丁 2.5-3.0^-111
丁 11.5 土 1.01^ -111

T 5.3 土 1.01

3.0土 1.01^5—111

5.0±1.0^-111

X 7 ±1.01^-111

1. フロアカバー

2. トルクロッド

3. ラバーカップリング

4. エアベントチューブ

5. クリップ

6. ブーツカバー

7. クレビスピン

8.キャッスルナ ，ソ

，㉑

7 ±1農§-111

9. ラバーキャップ

10. センタレハ#一

11. スリーブ
12. キャップ

13. ダストシール

14. ワッシャ

15. ドラッグリンク

16. スぺーサ

17. ステアリンギアボックス八55丨
18. ダストシール

19. タイロッドエンド（アウタ）

20. タイロッド

21. タイロッドエンド（インナ〉

「セ. 4 5 4 —081
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ステアリング

整備要領⑴ステアリングシャフ

取外し

(1)ハヘンテリのマイナス㊀端子を外す。

⑵ステアリングホイールのセンタパッドを取外す,
111/

^8.5

ド

54 -082

⑶ホイール中央のナットを外し，市販工具ステアリン 

グプーラを使ってステアリングホイールをシャフト 

から引抜く。

引抜く前にシャフトとステアリングホイールに合せ

マークをつけておく 〇

円8-

⑷ステアリングコラムカバーを取外す

54 -083

〇

「16. 7 5 4 -084

⑸コンビネーシヨンスイッチのコネクタを外す。

キーインターロックソレノイドのハーネスコネクタ

を外す。

以. 8 5 4 -085

(7)コンビネーシヨンスイッチをコラムか

ら取外す。

「セ, 9

⑻ユニパ:ーサルジョイントカバーを取外す。

5 4-086

^&10 3 4-087
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ステアリング

取外し

⑼ユニバーサルジョイント八33丫下側の取付けボルト

を外す。

「15.11 5 4-088

⑽車体側ブラケットに取付けてあるコラム八33丫の取 

付けボルトを外す。

「12.12 5 4 -089

分解，点検

く分解〉

⑴ユニバーサルジョイント八53丫をシャフトから取外

す。

I

「1^13

〆

5 4-091

(2)スナップリングを外してステアリングシャフトをコ

ラム入53丫より引抜く 〇

印4

く点検〉

スナップリング

24 -092

次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る。

⑴シャフトの曲がり，損傷の有無。

⑵ベアリング，ウェーブワッシャの摩耗，異音，回転 

不具合の有無。

⑶アースブラシの摩耗，変形の有無。

⑷スナップリングの変形の有無。

⑸ユニバーサルジョイント八33ァの損傷，摩耗，がたの

有無。

がた標準値 0腿

揺動トルク
最大値 3は-。㈤

〇 通 〇 0 〇

08.15 3 4-093
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ステアリング

——組立て----- --------------------------------------------

く組立て〉

組立ては分解の逆手順で行う。

，組立てる前に，摺動部を清掃し，新しいグリー 

スを塗布する。

昭石サンライト2
使用グリース----------------------------------

出光オートレックス八

ド12.16 5 4-091

1112.41:1 は-111 +

取付け

取付けは取外しの逆手順で行う

鲁 コラム八357取付ボルトは必ず専用部品を使用の

こと 0

「屯.17 5 4-095

28
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ステアリング

(4)ステアリングギアボックス

取外し

⑴フロアカバーを外す。

「は.18 5 4 -036

⑵ラバーカップリングのナットを取外す。

ド12.19 5 4 -097

⑶車体をリフトアップさせる。

⑷アンダガード，及びアンダカバーを取外す。

ド 12.20 5 4-098

⑸ドラッグリンクをヨークから取外す。

⑹エアベントチューブをギアボックスのニップルから

外す。

⑺ギアボックス八337取付けボルトを外して，ギアボ 

ックス八35丫を下側へ取外す。

エアベントチューブ
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ステアリング

分解—1 '-. ------------------------------------------------------------------- --------------------- ----------------------------

分解前に，ピニオンを直進状態にしておいて，合わ 

せマークをペイントしておく。

⑴ギアボックスのヨークを万力に固定し，ヨークを取 

外す。

(4)ハへソクラシュ調整部のロックナット，及びアジャス 

トスクリュを外し，スプリング，スリーブを抜取る

⑸ピニオン八33丫のオイルシールを浮かせる。

(6)スナップリングを外す。

「12.23 3 4-102

⑵ブーツをギアボックス八55アから取外す。

⑶ギアボックス八85丫を万力に固定し，ラック後端を 

スパナ等でおさえながら，ラック先端のストッパを

取外す。

「12.24 5 4-103

^8-26 5 4-105

⑺ピニオン八33丫を引抜く。

⑻ラックをギアボックスから引抜く。

ピニオン丫

円も27 5 4-106
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ステアリング

分解

⑼ピニオン八33丫のギア側のスナップリングを外す。

スナップリング

闩る28 54-107

⑽プレスを使って，ピニオン八33からボールべアリ 

，ングを抜取る。

ベアリングの内輪で荷重を受けること。

プレス

ドは.23 54-108

(11)ピニオン八33丫から，スナップリング，オイルシール

を取外す 〇

点検

，分解して部品は洗浄した後に，次の項目について点 

検し，異常の有るものは交換する。

參オイルシールは分解ごとに新品と交換する。

⑴ラバーカップリングの摩耗，亀裂の有無。

⑵ピニオンギア歯面の压痕，偏摩耗，割れ等の有無。 

⑶ボールベアリングのがた，回転不具合の有無。

(4)スナップリングの変形の有無。

⑸ラックギア歯面の圧痕，偏摩耗，割れ等の有無。

⑹ギアボックスの亀裂の有無。

⑺ブッシュ八の摩耗，損傷の有無。

⑻ブーツの亀裂，損傷，劣化の有無。

⑼スリーブの損傷，変形の有無。

⑽ストッパの変形，亀裂の有無。

着ピニオン，又はラックを交換する場合は，それぞれ 

同時に交換すること。

-ブッシュ八を交換する時にはギアボックスごと交換 

すること。
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ステアリング

組立て

(1)オイルシールとスナップリングをピニオンにセッ

する。

注意

オイルシールにはあらかじめグリースを塗布してお

⑵ボールべアリングをピニオンに压入する

⑶ギア側のスナップリングを付ける 〇

スナップリング

闩る30 5 4-107

⑷ギアボックスユニット内のブッシュ八，及びピニオ
齡

ン部のブッシュにグリースを塗布する

使用グリース 協同湖旨ワンルーバ50 
昭和石バリアント]2

⑸ラック摺動部及び歯谷部にグリースを塗布し，ラッ 

クをギアボックスに挿入する。

⑹ピニオン八53丫の歯谷部，及びスリーブ合せ面，ベア 

リングにグリースを塗布する。

使用グリース 協同油脂ワンルーバ56 
昭和石バリアントN2

ベアリング

オイルシール

ド略31 54-113

⑺直進状態の合せマークに注意しながら，ピニオン 

八33 Vをギアボックスに取付ける。-

注意

直進状態におけるピニオンフランジの位置がスリー 

ブ穴中心線より右回り方向に25.6° 土 6°になる様

にする

25.6°土 6

F\^32 34-114
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ステアリング

組立て

⑻オイルシール側のスナップリングを取付ける。

スナップリングが確実に装着されている場合にはス 

ナップリングがスムーズに回転するので点検するこ

と0

オイルシール

⑼オイルシールを压入する。

⑽ダイヤルゲージを用いて，ピニオン軸方向のすき間 

を測定する。

すき間限度 0.301111

闩も34 54-116

⑼ギアボックスにスリーブ，スプリングを組込んだ後， 

アジャスタスクリュにシール剤を塗布して締込み， 
ハへソクラッシュを調整する。

シール剤 スリーボンド#1102

バックラッシュ調整要領

アジャストスクリュをいっぱいにねじ込み（トルク 

が急に立ち上がる位置まで）その位置から20°戻し， 

ロックナツトでロックにする。（このときのスクリュ 

とスリーブのすき間は0.083111111)となる。

ロックナツト締付トルク丁 3.0〜5.01^-!XI

〇 〇 926230000ギアボックススハ。ナ

，ロックナット締付け時，アジャストスクリュが回転 

しないようスパナ等で固定する。

^6.35 54勺04

⑽ラック端のねじ部にシール剤を塗布しロックナット 

を締付ける。

シール剤 スリーボンド#1102

丁]—7.5 土 2.〇竑-㈤
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ステアリング

——組立て---- --------------------------------------------------

⑽ラックの歯谷部，摺動部にグリースを塗布する。

傲田グ丨丨—ズ協同油脂ワンルーバ3(}
1史^1/ ノ ス1こ昭石バリアント]\^2—.

(14)ブーツ大端部にワイヤ（からげ線）を組み付け，特殊 

工具レンチのフックにワイヤの端部を引っ掛けて， 

上方に約4 土1岵の力で引っ張りながら，よって結 

ぶ。その後，ワイヤの端部をブーツに沿って折り曲 

げる。

927590000レンチ

ワイヤに緩みがあってはいけない。

ド12.36 54-121

⑽ヨークを万力に固定し，セルフロックナットでラッ 

クに取付ける。

-ヨークの長穴とラックの二面巾をに合わせること。

-セルフロックナットは新品を使用すること。

⑽ピニオンを回転させ，作動トルクを点検する0

作動点 作動トルク

直進付近（ラック中央より±60° ) 0.11以下

全作動範囲中の最大トルク 〇.脚111以下

取付け

⑴ギアボックス八85丫を，フレームの取付けブラケッ 

卜にボルトで取付ける。

⑵エアベントチューブをギアボックス八35丫のニップ 

ルに取付ける。

注意

チューブとフレームとが干渉していないことを確認 

すること。

左右転舵時にブーツにへこみやふくらみが発生して

いないことを確認すること 〇

エアベントチューフ

「セ.38 ギアボックス八33丫

阻5.0土 1.01^-㈤

(3)ドラッグリンクとヨークをセルフロックナットで取

付ける 〇

ブーツカバ-て

^2.39

丁 0.0 + 1.0^-111

-直進状態にしてナットを締付けること。

，セルフロックナットは新品を使用すること。
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ステアリング

取付け
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ステアリング

(5)センタレバー段ドラッグリンク

取外し

(1)車体をリフトアップさせる。

⑵ステアリングギアボックス八35丫のブーツカノく一を

取外す。

(3)ヨークからドラッグリンクを取外す。

フーツカバー

厂12.43 5 4 -099

⑷センタレバーのインナ側タイロッドエンド及びドラ 

ッグリンク取付けキャッスルナットを外し，プーラ 

を使ってタイロッドエンドを取外す。

^2.44

タイロッドエン

54-130

⑸センタレバーをフロントクロスメンバから取外す。

ド18.45 54-131

分解，点検

く分解〉

ドラッグリンクの取付けボルトを外し，プーラを使 

つて，センタレバーからドラッグリンクを取外す。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る。

⑴センタレバーの損傷，変形の有無。

⑵ブッシュの摩耗，損傷の有無。

⑶ドラッグリンクブッシュの損傷，変形の有無。

⑷ドラッグリンクボールジョイント部の損傷，変形の

有無〇

⑸センタレバーの操作力異常の有無。

〈注記〉

センタレバーの操作力は，ブッシュ部を万力などに 

固定して，ばね秤でタイロッド取付部を引いた時の 

作動時点の力を読みとる 〇

2咕以下

センタレバー

万力

汗12.46 54—133
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ステアリング

組立て.取付け

く組立て〉

ドラッグリンクとセンタレバーを組付ける 〇

丁 ~ 2.5〜3.01^ -111

，規定トルクで締付け後，60°以内の増締めで，コッ

タピンの取付け穴を合わせる 〇

-コッタピンは新品を使用する。

く取付け〉

⑴センタレバー八35 丫をフロントクロスメンバに取付

ける 〇

コッタピンは新品を使用すること 〇

闩2.47 5 4-131

丁 一 11.5+1.0^-111

⑵インナ側タイロッドエンドを取付ける。

注意
9 規定トルクで締付け後，60°以内の増締めで，コッ 

タピンの取付け穴を合わせる。

コッタピンは新品を使用する。

ドは.48
タイロッドエンド

54,130

X 2.5—3.0^-111

⑶ドラッグリンクとヨークを組付けてボルトを締付け 

る。

注意

セルフロックナツトは新品を使用のこと

直進状態にて締付けること 〇

ド12.49 5 4 -033

丁 5.0 + 1,
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ステアリング

(6)タイロッド

取外し

⑴フロントホイールのホイールナットを驰める。

⑵車体をリフトアップさせて，フロントホイールを取

外す。

⑶アンダガード，及びアンダカバーを取外す。
アンダカバー

アンダガード 54 -098

⑷インナ側タイロッドエンドのキャッスルナットを外 

し，プーラを使用してセンタレバーからタイロッド 

エンドを取外す。

コッタピンは再使用不可
17

ド12.51---------、\1 ！ しタイロッドエンド’ 54-130

⑸アウタ側タイロッドエンドのキャッスルナットを外 

し，プーラを使用して，ナックルアームからタイロ 

ッドエンドを取外す。

注意

コッタピン再使用不可

巧.52 5 3-141

分解，点検.組立て

く分解〉

タイロッドエンドのロックナットを弛めて，タイロ

ッドエンドを取外す

注意

〇

タイロッドエンドはインナ側が左ねじ，アウタ側が

右ねじなので，注意する。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る0

(1)タイロッドエンド，ダストシールの損傷，摩耗の有 

姐ハ、、〇

⑵タイロッドエンド，ボールスタッドのがたの有無。

(3) タイロッドエンドのグリース漏れの有無。

(4) タイロッドヱンドの損傷，変形の有無。

タイロッドエンドは非分解なので，交換する場合は

八33孓で交換すること 〇

く組立て〉

(1)タイロッドにタイロッドエンドのロックナットをは

める 〇

⑵タイロッドエンドのインナ側，アウタ側を間違えな 

い様にして，タイロッドエンドを組付け，ロックナ

ットで仮止めしておく

注意

〇

タイロッドはスパナ掛けの有る方がアウタ側である, 

それぞれのタイロッドエンドロックナットの後端面

の距離が389.6画!になる様にしておく。

ん：6はそれぞれ均一になる様にする。

「15.53 5 4-141
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ステアリング

取付け

⑴アウタ側タイロッドエンドをナックルアームに取付 

ける。

-コッタピンは新品を使用すること。

，キャッスルナットは規定トルクで締付後，60°以内の 

増締めで，コッタピンの取付け穴を合わせる。

丁 2.5—3.0^-111

ド12.54 5 3-120

⑵インナ側タイロッドエンドをセンタレバーに取付け 

る。

-コッタピンは新品を使用する。

キャッスルナットは，規定トルクで締付け後，60°以 

内の増締めで，コッタピンの取付け穴を合わせる。 

1X1 2.5-3.0^-111

「12.55 タイロッドエンド
5 4-130

⑶タイロッドのロックナットを締付ける。

丁 7.0 土

注意

ロックナットを締付ける時には，タイロッドエンド 

の2面巾をスパナでおさえて行うこと。

⑷フロントホイールを取付ける。

⑸車両をリフトダウンして，ホイールナットを締付け 

た後，トーイン，及びサイドスリップを点検.調整 

する。

く注記〉

“4 — 1ザスペンシヨン〔 2〕車上点検(1)ホイールア 

ライメント”を参照。

くフロントトートン調整〉

「丨8,56 5 4-156

くサイドスリップ点検〉

サイドスリツフテスタ

^2.57 5 4,158
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4—3 ブレーキ

國仕様 
---------主要諸元

フ

ン
卜

ブ
レ
I

キ

型式 サポートレス，ベンチレーテツドデイスクブレーキ

ディスク有効径 （丽） 184

ディスク厚さX夕^# (瓜〇1) 18X221

ホイールシリンダ内径 （丽） 51

パッド材質 ド11250 (非アスベスト）

パッド寸法
長さ父幅父厚さ （丽） 92X36X9

ブレーキ調整法 自動調整

ア
ブ
レ
I

キ
镰

型式 リーデイング，トレーリング，ドラムブレーキ

ドラム内径 （腦） 180

ホイールシリンダ内径 （臓） 15.87(19.05”

ライニング材質 FN25(非アスベスト）

ライニング寸法
長さ乂幅〆厚さ （腿） 172.7X30X4.4

ブレーキ調整法 自動調整

パーキング
ブレーキ

型式 機械式後二輪制動

マスター
シリンダ

型式 ファーストフイル付タンデム

、11、小径室 （丽）
、ノリノダ離大撼 一）

19.05
23.81、

リザーバタンク型式 フルモイスチャーシール付
リザーバタンク容量 …幻

ブレーキ
ブースタ

型式 真空倍力式

倍率(踏力221^時） 2.9

有効径 （腿） 152.4

後輪液庄制御装置 イナーシャプロポーショニングバルブ本

ブレーキ液(標準仕様） スバルブレーキフルード8(00丁3 )

氺：サンサンルーフ付車（除フルタイム4界0)
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ブレーキ

トラブルシューテイング

現象及び推定原因 処 置

,制動力不足

①油圧機構の油漏れ

② 油圧機構への空気侵入

③ オートアジャスタの作動不良

④ ライニング摩耗及び表面の変質，水，油の付着

⑤ マスタシリンダ，ホイールシリンダ，ディスクキャリ 
パ及びバキュームブースター，チヱックバルブの作動 

不良

修理，交換（カップ，ピストン，シリンダパイ
，り、—/0

エア抜き

修理，または交換 

交換，または研磨，清掃 

修理，または交換

^制動力不安定^片効き

① ライニング，ドラム，ロータに油付着

② ドラム偏心，ロータ漏れ

③ ブレーキドラムの摩耗，または土砂などによる損傷

④ ライニングの当り不良，表面の変質，材質の違い 
及び摩耗

⑤ バックプレート変形 ，

⑥ タイヤ空気压不均衡

⑦ ホイールアライメントの不良

⑧ バックプレート取付ボルトのゆるみ

⑨ リヤホイールべアリングのゆるみ

⑩ 油圧系の不具合

⑪ハンドブレーキの片効き

油漏れ修理，清掃，または交換 

修理，または交換 

研磨，修理，または交換 

研磨，修理，または交換

修理，または交換 

空気压調整

アライメント調整 

増し締め

正規締付け，または交換 

シリンダ交換，パイプ，ホースの交換 

リヤブレーキ，ケーブル系の点検
調整，交換

ペタルストローク過大

① 油压機構への空気侵入

② マスタシリンダプッシュロッドの遊び大

③ 油圧機構の油漏れ

④ オートアジャスタの作動不良

⑤ ライニングの当り不良，摩耗

エア抜き 

調整

修理，交換（カップ，ピストン，シリンダパイ
プ，ホース）

修理，または交換

修理，または交換



ブレーキ

現象及び推定原因 処 置

4.ブレーキの戻り不良，引きずり

①ペダルの遊び不十分 遊び調整

②マスタシリンダの戻り不良 洗浄，交換

③油圧配管系のつまり 交換

④ハンドブレーキの戻り不良，または調整不良 修理，または調整

⑤リターンスプリングのへたり，または折損 交換

⑥シュークリアランズの過少 オートアジャスタの再調整

⑦ホイールシリンダの作動不良 修理，または交換

5.ブレーキ騷音（キー，グー音）

①ライニングの硬化，劣化 シュー，またはパッド交換’

②ライニングの摩耗 シュー，またはパッド交換

③バックプレート取付ボルトのゆるみ 締付け

④リヤホイールべアリングのゆるみ 正規に締付け

⑤ドラム，ロータの異物付着 ドラム，ロータ清掃，ブレーキ八337 

清掃，又は交換

6.ブレーキ騒音（シュー，シャー音）

①ライニング摩耗 シュー，またはパッドの交換

②シュー，パッドの取付け不良 シュー，パッドの取付け修正，又は交換

③ドラム，ロータのゆるみ，振れ 締付け修正，又は交換

7.ブレーキ騒音（カチッ音）

①シューレッジ面の摩耗大 パ、ックプレートの交換

②ホイールシリンダピストンの摩耗大 ホイールシリンダ八33丫の交換

③シューレッジ面，アンカの油ぎれ クリース補允
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ブレーキ

I車上点検

---------- ブレーキペダルの点検.調整

くブレーキペダル高さの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態で，間ぼは.1より）の寸法を測 

定する。

標準値 200111111

「ぼ.1 5 4-013

⑵ストップランプスイッチのコネクターを外し，ロッ 

クナットをゆるめて，ランプスイッチがブレーキぺ 

ダルのストッパーと接触しないようにする。

⑶オペレーティングロッドのロックナットをゆるめて， 

ロッドを回転させることによってペダルの高さを調 

整する。

⑷ストップランプスイッチがブレーキペダルのストッ 

パーに接触した処から，さらに1/2回転締込む。

⑸ストップランプスイッチのロックナットを締め，コ 

ネクターを接続させる。

くブレーキペダルの遊びの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態でブレーキペダルを2〜3回踏み 

込み，ブレーキブースターの負圧をなくした後，ぺ 

ダルを指で押し，重く感じられるまでの寸法を確認 

する。

標準値 1~ 3 11110

⑵オペレーティングロッドのロックナットをゆるめ， 

ロッドを回転させることによって遊びを調整する。

⑶ブレーキペダルの高さ及びストップランプの点灯を 

確認のうえ，ロックナットを締めつける。

くペダルの踏みのこりしろの点検，整備〉

⑴エンジン始動後，ペダルを踏力301^で踏み込んだ時 

の，間ぼは. 2より）の寸法を測定する。

標準値 1"110111111以上

^12, 2 5 4-014

⑵踏みのこり代が基準値以下の場合，次の個所を点検 

する。

-ブレーキ系統へのエア混入 

-ブレーキのオートアジャスタ機構の作動

くブレーキフルードレべルの点検〉

⑴メータパネル右側のカバーを取って，リザーバタン 

クのブレーキフルード上面がレベルから 

「1^八又」レベルの間にあるか点検する。

円氐3 5 4-015

⑵ブレーキフルード上面が「1^11^」レベル以下の時に 

はブレーキフルードを補給する。
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ブレーキ

エア抜き

くエア抜き作業〉

注意

リアブレーキのエア抜きを行う際，0、ヮレブ装着車 

については，作業前にバイパスボルト@を1回転ほ 

ど弛めておくこと。

「12.4 34-016

⑴作業は二人一組で行い，一方の作業者がブレーキべ 

ダルを数回，ゆっくり踏込み，踏込んだまま保持す 

る。

⑵もう一方の作業者は，ブレーキキヤリパのブリーダ 

ースクリユを弛めてブレーキフルードを抜く。そし 

てフルードの流れが止まる直前にブリーダースクリ

ユ を締める。

フロント リヤ

F\^ 5 4-017

(3)1), 2)の作業を数回くり返し，フルード内の気泡が

なくなるまで行う 0

く順序〉 ① ④

円6. ③ ②

——パーキングブレーキ---------------------------------------

ぐ隹検〉

1)パーキングレバーを操作力20竑で2〜3回操作した 

時の引き代を点検する。

1(操作力20は）

く調整〉

1) パーキングブレーキレバーを元にもどす。

2) リアコンソールボックスのブーツの切れ目からドラ 

イバーをさし込んで，アジャステイングスクリュー 

を回転させて標準値に合わせる。

，パ—キングブレーキレバーを調整した後，ブレーキ

レバーを元にもどして後輸を回転させ，引きずりが 

ないかを確認する。
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フレーキ

ブレーキブースターの点検



ブレーキ

疆準備品

エ 具 スナップリングプライヤ スナップリング取付け，取外し

計 器

ダイヤルゲージ ディスクロータ振れ測定

マイクロメータ ディスクロータ厚さ測定

ノギス ブレーキパッド，ブレーキシューのライニング厚さ測定

油脂，その他 ニグルーブ1^X2 各摺動部潤滑

II整備要領（1)マスタシリンダ 

-------- 構成部品-------------------------

プライマリピストン〇？

闩を10 5 4 -022
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取外し，分解

ブレーキ

く取外し〉

⑴フロント及びリアブレーキ八33 丫のブリーダースク 

リューよりブレーキフルードを抜き取る。

注記

，エア抜きの作業手順で，ビニールホース内のフルー

ドがなくなるまで，ペダルを踏み続ける。

⑵ステアリングコラム八887とシャフトを取外す。 

(4 一 2ステアリング、'ステアリングシャフトッを参 

照）

⑶マスターシリンダからブレーキパイプ及びホースを

取外す。

く分解〉

注意

分解前にボデーに付着している油脂類や泥汚れなど

を取除く 〇

(1)ピストンを押しながら，セカンダリーストッパを取

出す 0

〇.

梟
「略13 54 -025

V

34 -023^8-11

⑷ブレーキブースタよりマスターシリンダを取外す。

(2)シリンダボデー内よりプライマリ及びセカンダリー 

ピストン〇0皿？しを取外す。

⑶フイラユニオン00を取外す。

1

，ノ) スナップリング

印4 5 4 —026

「1112 54 -024 鉍@參

づ
〇 〇 ,0. 〇

「も15 54 -027
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点検.組立て，取付け

ブレーキ

〈点検〉

)王

#点検を行う則に各部品をブレーキフルードで洗浄す 

る。

⑴シリンダー及びピストン摺動面の損傷，偏摩耗，锖 

などの有無。

⑵リターンスプリングのへたり，変形の有無。

⑶プライマリ及びセカンダリカップ，リテーナ部の力 

ップの損傷，摩耗，へたりの有無。
難^^^

，プライマリ及びセカンダリとも，ピストン001 

の分解はしないこと。

，カップに損傷の有る場合は，ピストン〇も交 

換すること。

く組立て〉

-ガスケット及び〇—リングは新品に交換すること。

參シリンダ内に泥やゴミが入らないようにすること。

(1) 各部品にブレーキフルードを塗布する。

(2) シリンダーボディーにセカンダリ及びプライマリピ

ストン〇〇]を組込む

⑶フイラユニオン001を組込んで，ストッププレ 

ートで止める。

(4)プライマリピストン〇〇にカップ，カップリテ 

ーナ，ストッププレートの順に組込む。

，カップ及びリテーナは方向と順序を間違えないで組 

込むこと。

⑸プライマリピストンを押して，セカンダリピストン 

が充分に押込まれた状態でビストンストッパーを締

付ける。

丁| 0.15〜0.31^-111

「必17 5 4-025

く取付け〉

(1)取外しの逆手順で行う

取付け部
締付けトルク 

(故 -111)

，ブレーキブースター取

付け
，ブレーキパイプ取付け 
，ホース締付けバンド

1.0〜1.6

1.5〜2.0

0.2〜0.3

⑵リザーバータンクにブレーキフルードを入れてから 

エア抜きを行う。

，エア抜きを行った後，フルードの漏れがないことを 

確認する。
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ブレーキ

⑵ブレーキブースター
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ブレーキ

脱着

く取外し〉

⑴リザーバタンク内のブレーキフルードを抜取って， 

ブレーキブースター液漏れ警報装置のハーネスコネ 

クターを分離する。

⑵ブレーキパイプをマスターシリンダから取外す。

⑶ペダル厶337を取外す 0

(ペダル公：ケーブルシステムを参照）

⑷オペレーテイングロッドとブレーキペダルの連結部 

のスナッピンを抜き，クレビスピンを取ってから， 

連結を外す。

ド12.19 ^ 4 -030

⑸ペダルブラケット〇〇皿卩しから真空式倍力装置を取 

外す。

^2.20 5 4 -031

ブレーキブースターの分解点検は行わないこと。

く取付け〉

⑴取付けは，取外しの逆順序で行う 〇

⑵ペダルをストッパに当たるようにヨークで調整する。

ド12.21

，ペダルは必ずストッパに当てること。又，オペレー 

テイングロッドは押込まないようにすること。

⑶取付け後に，エア抜きを行う 〇
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ブレーキ

(3)フロントディスクブレーキ
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ブレーキ

—取外し.分解一一:- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

く取外し〉

⑴ユニオンボルトを外し，ブレーキホースをキヤリパ

001より取外す。

⑵ロックピンボルトを取外す0

「丨も23 5 4 -035

⑶キャリパを取外す0

くパッドの分解〉

(1)ノヽ。ッドカバーを外す。

⑵キープスプリングを引き抜いてから，キーを抜き取 

る0

(3)ノ、。ッドを取外す0

キースプリング

ド 12.24 5 4-036

注記

，パッドの交換は八33ァに装着状態でも，上記の方法 

で行える。

くキャリハで〇闓卩しの分解〉

(1) ハ。ッドを取外した後，キャリパ001の泥や汚れ 

を取除く。

，インレット部にゴミが入らない様に注意すること。

(2) —端ピストンを押し込み，ドライバー等で，その円 

周上のブーツヒングを取外す。

(3) ピストン先端からピストンブーツを取外す。

⑷キャリノ、。〇〇1^？乙のブレーキホース取付け穴から圧

縮空気を送り込み，徐々にピストンを抜き出す。

「1も25 5 4-037

〉王

，キヤリパ001\1？しに木片をはさみ，ピストンの飛び 

出しによる損傷を防ぐ。

⑸キヤリパ〇のシリンダー内よりピストンシー 

ルを取り出す。

(6)キヤリパ001よりロックピンブーツ，ロックピ 

ンスリーブ，〇-リングを取外す。

⑺エアーブリーダースクリュを取外す。

が

5 4-038
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ブレーキ

点検

くキヤリパ001\^しの点検〉

⑴キヤリパーボディー及び，シリンダー内面の損傷， 

鏡の有無。

⑵ピストンの損傷，偏摩耗，锖の有無。

注意
會 不良部品は交換又は修正する。

くブレーキパッドの点検〉

⑴ブレーキパッドの取付け部品（ハ。ッドカノく一，キー) 

の損傷，鍺の有無。

(2)ノ、。ッドの厚さの点検。

ド12.27 5 4-039

ノヽ。ッドの厚さ
標準値 15111111

限度値 8 111111

⑶損傷のある場合は，交換する

注意

パッドを交換する際は，左右輪，同時に交換するこ 

と。

パッド表面の油脂類の付着に気を着け，付着のあっ 

た場合には，よくふきとること。

くディスクロータの点検〉

⑴ディスクロータにダイヤルゲージをセットし,デイ 

スクロータを回して振れを点検する。

，ダイヤルゲージセット位置はロータ外周から5 111111の 

位置で行う。 ^

ダイヤルゲージ

5 4-040

ディスクロータ振れ限度(匪) 0.1

(2)デイスクロータの厚さを測定する。

注意

マイクロメータの測定位置はロータ外周より5111111の

位置で行う 〇

闩も23

測定位置

5 4 -041

デイスクローターの厚さ

標準値 18.00101

使用限度 16.0111111

(3)デイスクロータとハブの接合面の锖や異物を除去す 

る〇
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組立て

ブレーキ

くキヤリパー〇卩の組立て〉

注意

.0-リング，ピストンシール，ピストンブーツ，ブー

ツリングは新品と交換すること。

(1)キャリパボデー内部をブレーキフルードで洗浄する。 

⑵ピストンシールにブレーキフルードを塗布し，ビス 

トンシールをキャリパボデーの溝に取付ける。

(3)シリンダ内面全周およびピストン外周にブレーキフ 

ルードを塗布する。

⑷ピストンをシリンダに挿入する。

&1181

無理に押込まないこと。

⑸ブーツに指定グリースを塗布し，シリンダ先端の溝 

およびピストン先端の溝にブーツを組付ける。

使用グリースニグルーブ尺XI

⑺ロックピン穴内面及びスリーブ外面に指定グリース 

を塗布する。

使用グリースニグルーブ尺乂. 2

⑻ロックピン穴内に〇-リングをはめ込んでからロッ 

クピンスリーブを組付ける。

く参考〉 ，
ブーツはピストン先端から組付けると作業性がよい。

ピストン

/ ピストンブーツ
ピストンシール

ド12.30 5 4 -043

⑹ブーツに傷をつけないように注意しながらブーツリ

ド12.32 54 -044

⑼アウターブーツ，インナーブーツを組付ける。 

⑽キャリパにブレーキパッドを組付ける。

注意

，パッド外面にグリースを塗布しておく。

⑽キーをさし込み，キースプリングで止めた後，カバ

一を組付ける。

ングを組付ける0
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取付け

くキヤリパ00171卩しの取り付け〉

注意

-ブレーキハ。ッド内側及びブレーキディスクのハ。ッド 

当たり面に油脂類の付着がないこと。

⑴左右のブレーキパッドの空き幅をディスクロータの 

厚さより広げておく。

「1^.34 5 4 -047

(2)キヤリパ001をブレーキ八33丫に取り付け，口 

ックピンを締め付ける。

1 丄〇一丄1ヒ舁 一！]!

⑶ブレーキホースを接続する。 

は|一1.8 土 0.21

ドは.35

⑷エア抜きを行う。

5 4 -035



ブレーキ

(4)リアドラムブレーキ 

---------構成部品--------------

1.ホールドダウン 10.リーデイング
ピン シュー

2 ,バックプレート 11.アツノ、。ー シュ

3 ,パッキン
4 ,ホイールシリンダ

5 -才一トアジヤスタ

八33了
6 ,アジヤスティング

レノく一

7. レバースプリング
8. スプリング 

ヮッシャ
9. レバースプリング

スプリング
12. ロアシュー 

-スプリング

13. ホ'ールドダウン
スプリング

14. トレーリング
シュー

15. パーキングレバー

ド 13.38 54 -049
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ブレーキ

取外し

⑴キャッスルナットを弛めてから車体をリフトアップ 

し，ホイールを取外す。

⑵キャッスルナットを外して，ブレーキドラムを取外

す0

キヤッスルナット

「12.37 5 3 -163

コッタピンは再使用不可

ドラムが外れない場合は，ストッパボルトを外して， 

シューを戻してから取外す。

シユ—

ノ、。ーキングレバー

バックプレート
ストッパボルト

^^38 5 4-052

⑶パーキングブレーキレバーを元にもどして，アジャ

ステイングスクリュでワイヤを弛める 〇

くーキングブレーキレバー

「ぼ.33〆 /
5 4-012

⑷ロアシューリターンスプリングを外す。

(5) シューダウンホールドスプリング，及びピンを外す。

(6) シューをアンカー側から取外し，次にホイールシリ 

ンダー側を取外す0

⑺トレーリングシューのハ。ーキングレバーからパーキ

ングブレーキケーブルを外す。

「も4 0 5 4 -050

⑻ホイールシリンダからブレーキパイプを取外す。

注意

ブレーキパイプのナツトはフレアナットレンチを使 

つて弛めること。

闩 §.41 5 4 -054

(9) ノぐソクフ。レートを取外す。
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ブレーキ

分解，点検，組立て

くホイールシリンダの分解，点検.組立て〉

(1)ノぐソクプレートからホイールシリンダを取外す。

⑵シリンダボデーからシリンダブーツを外す。

(3)ピストン，ピストンカップをシリンダボデー内から 

取出す。

⑷ェアブリーダスクリュを取外す。

ェアブリーダスクリユ

ピストンブーツ

くブレーキドラムの点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

はその程度により修正又は交換する。

⑴ドラム内面の段付摩耗，条痕，锖などの有無。

⑵ドラム内径の測定。

円を42 ぐ; 5 4 -055

%

⑸次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る。

，シリンダボデー内面の傷，摩耗の有無0 

，ピストンヘッド，ピストン，ピストンカップの損傷， 

摩耗，変形の有無。

泰シリンダブーツの劣化，亀裂，損傷の有無。

⑹シリンダボデーにピストンカップ，ピストン，ビス 

トンへッドを組込む。

⑺シリンダボデーにシリンダブーツを組付ける。
⑻ェアブリーダスクリュを取付ける。

II 0,8±0,2故-111

(9)ホイールシリンダをバックプレートに取付ける。

T 1.0±0.21^-111

「12.43

標準値 18011110

使用限度 18210111

注意

ドラム内面に油脂類の付着がある場合にはこれを完 

全にふきとる。
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ブレーキ

分解，点検.組立て

くブレーキシューの点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについて

は交換すること 〇

⑴ライニングの偏摩耗，条痕などの有無。 

⑵ライニング面への油脂類の付着。

⑶ライニング厚さの測定 〇

ド12.44 54 -058

標準値 4,40101

使用限度 丄"瓜瓜

交換する際には，リーデイング，トレーリング共， 

更に左右輪共，同時に交換すること。
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ブレーキ

——取付け

(1)ノ、。ーキング7レーキケーブルをノくックプレートにセ 

ットしてから，パ'ックプレートをハウジングに取付 

ける

パーキングフレーキケーフル

尸12.45 5 4-061

113.2±0.81^ -111

⑵パーキングブレーキケーブルをトレーリング側のブ 

レーキシューに掛ける。

⑶‘リーデイング側のシューにアジャスタ八％Vを組付 

けた状態でトレーリングシュー及びアッパーシュー 

リターンスプリングを組付ける。

アジャスタは短縮方向にスクリユを回して， 

最短より1回転程，伸長方向に回す。

⑷リーディング，トレーリングシューをホイールシリ 

ンダ側から取付け，次ぎにアンカ側を取付ける。

⑸シューホールドダウンスプリングを取付ける。

(6)ロアシューリターンスプリングを付ける。

⑺ブレーキドラムを取付ける。

⑻ホイールを取付けた後，キャッスルナットを締め付

ける。

規定トルクで締付けた後，40°以内の増締めでコッ 

タピンの穴合わせをする。

丨丁丨18土 21^-111

⑼作業終了後，パーキングブレーキレバーの調整を行

う0
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フレーキ

⑸パーキングブレーキ 

-------- 構成部品--------------

ド1も48

グリップ

アジャステイングスクリュ 

クレビンピン

レハ，一0？
パーキングブレーキ 

ワッシャ 

スプリング 

クレビスピン 

イコライザ
パーキングブレーキケーブル尺只 

パーキングブレーキケーブル1^11

1 1.8土(). 51^-111 54-065

パーキングブレーキケー^ルの交換

⑴リアコンソールボックスを取外す。

05-3，ボデー内装〃を参照）

⑵アジャステイングスクリユーをいっぱいまで弛めて， 

イコライザからケーブルを外す。

巧.49

イコライザ

54 一 066

⑶ホイールナットを弛めて，車体をリフトアップし， 

ホイールを取外す。

⑷キャッスルナットを外して，ブレーキドラムを取外

す。

⑸ブレーキシューを取外す 〇

⑹パーキングレバーからケーブルを外し，バックプレ

ートの外側へ引抜く
パーキングレバー

ド12.50

⑺車体下回りのクリップからケーブルを取外す。

(8)取付けは，取外し手順の逆である。

84 -050

籲 取付け時には，ケーブルの取回しに気を付け，曲げ 

過ぎたり，張り過ぎたりしないこと。

取付け後には，パーキングブレーキレバーの引き代 

調整を行うこと。
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ブレーキ

——パーキングブレーキレバーの脱羞.点検 

く取外し〉

⑴リアコンソールボックスを取外す。

(3-3,ボデー内装〃を参照）

⑵アジャスティングスクリューをいっぱいまで弛める。 

⑶イコライザからケーブルを外す。

⑷パーキングレバー八33丫の取付けボルトを外して，

ごと取外す。

(6)イナーシャプロポーシヨニングバルブ(6バルブ)

く点検〉
⑴各部品の変形，損傷，及び锖の有無。.

⑵ラチヱット及びラチヱットフックの嚙み合い部の摩 

耗の有無。

⑶クレビスピンの偏摩耗の有無。

損傷のあるものは，交換する。

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う。

締付トルク

レバー众55ゞ取付けボルト 1.8 土 0.51^-111

-レバー八53丫取付け後，引き代調整を行うこと

6バルブの脱着.点検
く点検〉
⑴〇バルブのブレーキパイプ結合部，及びバイパスボ 

ルト部などからブレーキフルードの漏れが生じてい

る場合には，増締めを行う。
⑵それでも漏れが生じる場合は，0バルブを交換する。

0バルブの分解は行わない。

く取外し〉
(1) 0バルブからブレーキパイプを外す。

(2) 0バルブ取付けボルトを外す0

^8-52 34 -073

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う 〇

-ブレーキパイプを折曲げない。 

，取付け後，エア抜きを行う。
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ブレーキ

⑺ブレーキホース6パイプ

脱着

く取付け後の点検〉

-ブレーキホースに異常なねじれ及び張過ぎが 

ないか。

馨ハンドルを左右いっぱいに切った際，ホース 

がボデー，サスペンション又はタイヤやホイ 

ールに接触していないか。

「！氐53 5 4 -074
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4—4 タイヤ8¢ホイール

〔1〕タイヤ汝ディスクホイール 圓仕様

——タイヤとホイールの組合わせ---------------------------------------------------------

\ 車種

タイヤ \ディスクホイーノ

トラック ノく ン トライ

350罐車 350岐積車 200罐車

キャブレータ(狐消
車 キャブレータ(馳)車 30車

尺I
^ユ4觀 
サンサンルーフ車 

〔除く

左記以外
営農4糊 左記以外

5.00-12~4？见)1ス(前輪) 
6？狐丁 (後輪)

12X 4.008スチール 籲 0

145尺12-6？尺し丁 12X 4.008スチール 參 籲

14581^12 12X 4.008スチール 籲

1553尺12 12X 4.008スチール 0

国整備要領⑴ホイール八55 丫 

---------脱着点検參修正-------------------------- --------------

く取外い

(1) フルホイールキャップ装着の場合は，ホイール 

キャップを取外す。（ホイールキャップの整備要領 

参照）

(2) ホイールナットをゆるめる（外さず）

⑶車両をリフトアップする。

:(4)ホイールナットを外してホイール八33丫取外す。

く取付け〉

ホイールのナット座面，ホイールナット，ハブボル 

卜に油脂などの付着がないこと。

(1)ハブボルトにホイールのボルト穴を合せる。

‘（2)ハブボルトにナットを仮組みする。

(3) ハブのガイド部にホイールのハブ穴を確実に合せ， 

手でナットを締付けられるところまで締込む。

(4) タイヤを回転させ位置を変えながら工具を用いて 

締め込む。（ホイールにがたがない程度に規定トルク 

以下のトルクで締め付ける。）

(5) タイヤを接地させ規定トルクで締め付ける。 

(ホイールをひずませないように対角線の順序に

2〜3回に分けて締め付ける。）

^ 9.0土 1.01^-111

(6)ホイールキャップを取付ける（外した場合)。

⑺ホイール交換およびパンク修理でホイールを脱着 

したときは，10001^走行時点で再度，規定トルクで 

増締めすること。

蠊

くスチールホイールおよびタイヤの点検，修正〉

⑴リムの変形，損傷の大きいもの，は空気漏れの原因 

となるので，リムフランジ部の変形，亀裂，損傷を 

点検し，修正，または交換する。

(2) タイヤトレッド部に食い込んだ石，ガラス，釘， 

金属片などほ取除く。

(3) タイヤサイドウォール部の著しいクラックおよ 

びトレッド部の亀裂，損傷およびスリップサイン 

(トレッドウェアインジケータ）の露出したものは 

交換する。
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タイャ6デイスクホイール ホイールバランス，タイヤ，空気圧

(2)ホイールバランス

調整

ホイールノくランスはストレートコーン式アタッチ 

メントを使用してホイールバランサで調整をする。

注意

ゞランスウェイト外しは必ずスバル純正部品を使

用する 〇

バランスウェイトは再使用しない0 

ベランスウェイトの打ち込みは，必ず樹脂ハンマー

を使用する。

許容残留
アンバランス量 動的(耳部にて）（片側)102以下

重量(6) バランスウェスト純正部品番号

，5 723141290

10 723141300

15 723141310

20 723141320

25 723141330

30 723141340

35 723141350

40 723141360

45 723141370

50 723141380

(3)タイヤ

ローテーション

タイヤの偏摩耗を防ぐため，またタイヤの寿命を延 

ばすため，一定の走行距離ごと（5000趾）に図のよう 

にタイヤの位置交換を行う。

くバイアスタイヤ〉

くラジアルタイヤ〉

5 4-199

〔 2〕空気圧

空気压を軽積載と定積載の2通りに分けて設定した
(^/〇〇2)

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

前輪 後輪 前輪 後輪

トラック 350は積車 2界0及び 
4，

5.00-12-4 ？尺 2.0 2.2 2.2 3.0

1451112- 6 2.0 2.2 2.2 3.0

ノぐ ン 350は積車
2界〇及び 
4葡

5.00-12-4？尺，6？尺 2.0 2.4 2.2 3.0

145尺12- 6 2.0 2.2. 2.2 3.0

トライ 200吆積車 2界〇及び 
4彻

1453尺12 2.0 2.0 2.2 2.2

15551112 1.8 2.0 2.0 2.2

〈注記〉軽積載とは2名十100踗以下の時である。
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タイヤ8¢ディスクホイール-------タイヤチェーン，ホイールキャップ

〔 3〕タイヤチェーン

標準装着タイヤにスバル純正タイヤチヱーンを設定したので純正タイヤチューンを使用する。 

了 13チエーンを使用する場合は下記型番が表示されているチェーンを装着する。

タイヤサイズ
スバル品番

型番
ス^—ルチヱーン サイルチェーン

5.00一 12-4？只/6即

004501308
831760八005

451611555^12
鬌

83176(^004

1451112-6？！？ 
14531112 004501311 831760八003

く注記〉

傷タイヤにチヱーンを装着後，余ったチヱーンは針金で固定し，走行中ボデーに当たらないよ 

うにすること0

，上記の純正タイヤチヱーン及び:[13チヱーン以外のチヱーンはタイヤ周辺部材に当り，損傷を 

きたすため使用しないこと。

〔4〕ホイールキャップ国仕様

ホイールキャップはセンタキャップ及びフルホイールキャップの2種類がある。

フルホイールキャップは脱着が容易で，かつスチールホイールの塗膜を傷付けない方式である。

(

^6-3
センターキャップ フルホイールキヤツフ

5 4-201
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國整備要領

タイヤ8^ァイスクホイール------- ホイールキャッフ，スペアタイヤ

フルホイールキャップ，

く取外し〉

ホイールキャップ切欠部に㊀ドライバー等を差込み

く取付け〉

ホイールキャップのVマークのあるバルブ位置を合 

せて，外周部を手のひらで押してはめ込む。

ド1を5
マーク

54 -203

〔5〕スペアタイヤ

全車種に標準装着タイヤと同サイズのスペアタイヤが装着されている。
なお、5,00-12タイヤ装着者は6 ？尺がスペアタイヤとして装着されている。

く仕様及び空気圧〉
1 トラック パ、ン トライ
1 350は積車

350は積車 2001^積車
1キャブレー 夕⑼八)車

30車
キヤフレー- 夕⑼八)車

80車
キヤブレータ

50車
営農 左記以外 ハイカスタム 左記以外 (關車

145尺12- 6 ？尺

(3 , 〇^/〇〇!2)

5.00-12-61^
#

(3.0^8/

歷12- 6服 
し丁

(3.01^/03^)

145尺12- 6

(3.01^6/

5.00161^

(3,0^6/

145趾6 ？尺

(3 - 0^8/〇^)

1453尺12
(2,21^7〇！11！)

1553尺12 
(2,21^7〇〇3)
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〔1〕ペダル1整備要領⑴ブレーキ8？クラッチケーブル

取外し

⑴クラッチケーブルのトランスミッション側の調整 

ねじをゆねめる。（皿丁車のみ）

F\ 5 4 -206

⑵クラッチケーブルのペダル側取付部のクリップを 

引抜き，ケーブルをペダルブラケットより取外す。 

(…丁車のみ）

F\§. 2 I I I へ ノ八\ \ 5 4 -207

⑶クラッチケーブルをペダルから取外す。〇\^了車の 

み）

以3 5 4 -208

ーネスコネクタを

取外す。

(5)ヒューズボックスを外す。

⑹バザードリレーのコネクタ，間欠ワイパーユニッ

卜のコネクターを取外す 〇

(7)ステアリングコラム取付ボルトを外し，車体より

ステアリングを分離する 0

「セ, 4 3 5 ：276

⑺ブレーキ液リザーブタンクからブレーキ液を抜く 〇

⑻マスターシリンダからブレーキパイプを外す。

5 4—210「は. 5

(9)マス,ターシリンダ取付ナットをゆるめてマスタ

シリンダをフレーキフースターから分離する 0

「セ. 6

⑽バキュームホースとパイプとを分離する。

5 4—211
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ペダルみケーブルシステム-------ブレーキふクラッチペダル

分解

ペダル八33丫を分解後，グリースを除去し，シャフ 

卜，ブッシュに異常な摩耗や傷がないか点検する。

ペダルシャフト

[出光オートレックス八]

クラッチペダル

[出光才一トレックス八1

ブレーキペダル

化. 8 5 4-214
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ぺダル段ケーブルシ又テム ブレーキみクラッチペダル

姐立て，取付け，調整

組立て，取付けは取外し，分解の逆手順で行うが， 

次の項目に注意する。

⑴ペダルブラケットにペダルシャフトを組付後，下 

図に示すように正しく組付けられていることを確認

する 0

円6. 9 ’ ノ ノ 丨丨 5 4-215

⑵ブレーキペダルの遊び及び高さを点検する。

ぐ参考ン
点検要領および調整方法は4 ~ 3章ブレーキ⑴車上

点検ブレーキペダルの点検.調整を参照のこと 〇

⑶クラッチペダルの遊びおよび位置を点検する 〇

①パッドを指で軽く押してクラッチペダルの遊びを 

点検する。

調整基準遊び量

ペダルパッド部遊び量 

10〜25111111

基準値を外れている場合はトランスミッシヨン側の

調整ねじにより行う 〇

②クラッチペダルストロークを点検する。

クラッチストローク 

(パッド中心上面にて)
30車：130〜1350110 
NA車：115〜120111111 支点

1 ^ 1.8 土 0.51^ 一 111

闩运.10

54-216

1.8 土 0.5ヒ2—111

了 1.8土(). 51^-111
3 4-217
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ペダル汝ケーブルシステム------ アクセルペダル

⑵アクセルペダル

一一取外し------------------------------------------------------

⑴アクセルペダルカバーを外す。

(2)アクセルケーブルのアウタエンドをナットをゆる 

めてペダルブラケットから外す。そしてアクセルケ 

ーブルのインナエンドをペダルレバーから外す。

ネスコネクタを外す。（60又丁車のみ)

⑷アクセルブラケット取付ボルトをゆるめて取出す。

円も13 5 4-219

一分解.点検-----------------------------------------------

ペダルを分解後グリースを除去し，シャフト，ブッ 

シュに異常な摩耗や傷がないか点検する。

—組立て.調整--------------------------------------------

組立ては分解の逆順序で行うが，次の項目に注意す 

る。

⑴アクセルペダル001\^卩乙をアクセルブラケットに 

組付ける際，アクセルスプリングがブッシュとブラ 

ケットにはさまれていないことを確認後，クリップ 

を取付けること。

⑵五〇又了車のアクセルスイッチ，アクセル開度スイ 

ッチをブラケットに取付ける際，次の点に注意する。

①スイッチハーネスがブラケットの溝に納まる 

ようにカバーでクランプする。

②スイッチをタツビングスクリュにてブラケッ 

卜に取付後，ブラケットネジ部に接着剤を塗 

布する。

スイッチの接点内に入るほど多量に使用しないこと
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ぺダルみケーブルシステム------ アクセルペダル

組立て，調整

接着剤塗布
[スリーボンド~0.1402；！、

--- 1^1
—国—-

！し --…-抑
一一 门卜: '"二こ::：二!"]

V \
ド-^ \

一、、、、

—

-1~ -4—

------------- 1

タツピングスクリユ

丁| 5 - 6政

スイッチ

「12.17 54 -223

③アクセルスイッチ，アクセル開度スイッチの 

作動点が基準調整範囲内に納まるようにカム 

位置を調整する。両スイッチはいづれも踏込

みで01^から〇ド卩になる 〇

カム

闩る18

4 ±2刪
16.6 ±211110

アクセル開度スイッチ調整範囲 5 4 -224

スイッチ作動時，スイッチのレバーがスイッチ本体 

と接触しないこと。

測定はパッド中央にて行うこと。

④カムとスイッチのローラがローラ全幅で接触 

しているかどうか確認する。

个口丁 不可
厂18.13 54 -225

取付け

取付けは取外しの逆順序で行うが，次の項目に注意

する 〇

(1)アクセルブーブル取付け後，スロットルレバーと 

アウタエンドケーブル間のたわみ量を点検する。

く參考〉
点検部位，調整方法は本章〔 2〕一⑴アクセルケープ 

ル点検の項參照。

(2)アクセルぺダルカバーの矢印部をアクセルブラヶ 

ットの切押部に確実に差し込む。

丁一〇，17〜〇,271^-111

切押部

丁 0.55〜0.95は-111

厂12.20 54 -226

72



ぺダル8¢ケーブルシステム------ アクセルケーブル

2〕ケーブル鼸整備要領⑴アクセルケーブル

一脱着-----------------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)トラップドアを取外し，スロットルレバーからケーブルを外す。 

⑵アクセルペダルからケーブルを外し，床下に抜出す。

(3)車体をリフトアップし，クリップを外す。

⑷車体からケーブルを取り出す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行なう。 アクセルケーブル⑺八車)
アクセルケーブル（30車)

闩る21 儀酵^クリップで確実に固定すること
54 —228

点検

(1)インナエンド部のワイヤに曲がり，つぶれがない 

か点検し，不良のものは交換する。

く參考〉
曲がりやつぶれがあると，その部分から切損する場 

合がある。

⑵ケーブル取付け状態の曲げ尺が小さすぎないか点検 

する。

く参考〉
曲げおが小さすぎると（10011以下)操作効率を悪く 

する。

⑶ケーブル取付け後，右図インナーケーブルのたわみ 

量を右記寸法に調整する。

アウタケーブルエンド

ス〇ットルレバ-

インナケーブルたわみ置

たわみ量（咖) 10 — 20 
(峻櫟後〉 インナケーブル

エンド

「12.22 54 -229

く參考〉 丨
アウタケーブルエンド取付け位置をずらして調整する。
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ペダル段ケーブルシステム------ スピードメータケーブル

⑵スピードメータケーブル

——脱着.点検----------------

く取外し〉 く取付け〉

⑴トランスミッシヨン側のソケット部をゆるめて取 取外しの逆手順で行なう。

外す。

⑵メータ側のケーブルをメータより引き抜き，床下 

に抜出す。

⑶車体をリフトアップし，クリップを外す。

⑷車体からケーブルを取り出す。

メータ側のケーブル脱着要領は7-2章ボデーエレクトリカルを參照。

スピードメータケーブル（已(:ソ丁車)

「12.23 スピードメータケーブル（闓丁車)
5 4-230

ケーフル

-メータケーブルインナの切損防止のため，ケーブルアウタに曲げぐせをつけなし

ようにする 0

ケーブル取り付け時は全長にわたって，戻らないように自然の状態で行なう 0
、 ッシヨン結合個】のソケットの締付けは，手で止まるまで回してからスパナで約

45〜90°増締めする。

#ソケットをねじ込み後，ブーツも完全にはめ込むこと 〇 「12.24

ソケット
(45〜90°増締)

トフンスミツシヨン 
〆"ケ—ス

2 4-231
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マウンテイング 
ブラケットし㈠

クッシヨン 
ラバーし㈠

七0.2

3.8 土 ,V
プロテクタ

X 3,3土1

了 5.5土 1

クロスメンバ0？

6.5 土 1X

クロスメンバ 
プレート

エンジンマウント 

く 2動

フロント 
エンジンマウント

く 4…0〉
ピッチングストッノく 
八53 丫

^4—6」エンジンマウンテイングシステム 

⑴从丁車

下

—

レ̂

円8,1 5 4-193



エンジンマウンティングシステム

〔2〕E¢VT車

早位：咕-⑴

+ 0.9 
6.3一0.6

+ 0.9 
6.3一0.6

ブラケットマウン
T 5.5土 1

スプラッシュガード

クロスメンバ 
プレート

+0.9 
XI 6.3-0,6

クッシヨンラバー

丁 5.5土 1

6.5 土 1

了 0.75土().2

6.5土().5

クツンヨ 
ラノゞ一尺卜！

く 2%0〉

ブロテクタ

T 0.75土().2

丁 3.8 土 1
丁 3.8土 1

^ 6.3土0.5
9.0土 1

く 4動

ノロ/トノッン T 3.3土 1

ピッチング 
ストツパ八55 丫

クッション 
ラバー外！

丁 9.0 土 1

巧. 54 -194

76


